
ひとが輝き 文化の薫る
世界に拓かれたまち

平成22年度の重点施策

いちき串木野市



平 成 22 年 度 の 重 点 施 策

基 本 方 針 区 分 件 数 事業費（千円） 備考

新規事業 2 20,206 Ｐ１

継続事業 3 1,363 Ｐ２～Ｐ３

新規事業 10 140,194 Ｐ４～Ｐ８

継続事業 23 477,984 Ｐ９～Ｐ21

新規事業 6 54,168 Ｐ22～Ｐ25

継続事業 20 134,485 Ｐ26～Ｐ35

新規事業 3 73,049 Ｐ36～Ｐ37

継続事業 8 684,124 Ｐ38～Ｐ47

新規事業 21 287,617

継続事業 54 1,297,956

総 計 75 1,585,573

区 分 別 計

１．住民と行政とのパートナーシップによる『共生・協働のまちづくり』

２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』

３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』

４．利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』



－1－

１．住民と行政とのパートナーシップによる『共生・協働のまちづくり』 （単位：千円）

(2)行財政

区分 新 規

全 体 計 画

6,825 6,825

6,825 6,825

国 合併市町村補助金 6,400 合併市町村補助金 6,400

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 425 425

区分 新 規

全 体 計 画

税申告支援システム導入事業 14,515 13,381 1,134

14,515 13,381 1,134

国 合併市町村補助金 12,700 合併市町村補助金 12,700

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 1,815 681 1,134

次 年 度 以 降平 成 22 年 度前年度までの実績（H21見込みを含む。）

税 務 申 告 シ ス テ ム 導 入 事 業

税申告支援システム事業

事
業
内
容

重 点 施 策 の 概 要

確定申告及び市県民税の正確かつ迅速な申告受付
や受付後の各種の確認作業を効率化し、適正な賦課
に資するために導入する。

事 業 名

保守点検料（単年度）

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 名 公 有 財 産 台 帳 管 理 シ ス テ ム 導 入 事 業

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

公有財産台帳管理システム

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

既存台帳（紙ベース）の内容確認及び電子データ化を行い、
公会計制度に対応可能な管理システムの構築を図る。

公有財産台帳管理システム
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１．住民と行政とのパートナーシップによる『共生・協働のまちづくり』 （単位：千円）

(1)コミュニティー

区分 継 続

全 体 計 画

1,138 538 300 300

1,138 538 300 300

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 1,138 538 300 300

区分 継 続

全 体 計 画

・男女共同参画研修会等 697 ・男女共同参画研修会等 664 ・男女共同参画研修会等 11 ・男女共同参画研修会等 22

・男女共同参画推進懇話会謝金等 688 ・男女共同参画推進懇話会謝金等 418 ・男女共同参画推進懇話会謝金等 90 ・男女共同参画推進懇話会謝金等 180

770 410 120 240

・男女共同参画基本計画策定コーディネート委託料 2,000 2,000

4,155 3,492 221 442

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 4,155 3,492 221 442

事 業 費

委託料

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

委託料 委託料NPO法人や各種団体などからの幅広い企画案を募
集し、採用された団体が行う出会いの場を創出する
事業により、人口減少化・少子化対策に取り組む。

事 業 名 い ち き 串 木 野 出 会 い サ ポ ー ト 事 業

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

事 業 名 男 女 共 同 参 画 社 会 推 進 事 業

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

事
業
内
容

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

・男女共同参画講座謝金等 ・男女共同参画講座謝金等

重 点 施 策 の 概 要

・男女共同参画講座謝金等 ・男女共同参画講座謝金等

・男女共同参画基本計画策定
コーディネート委託料
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１．住民と行政とのパートナーシップによる『共生・協働のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

（2）行 財 政

区分 継 続

全 体 計 画

2,616 1,329 842 445

2,616 1,329 842 445

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 2,616 1,329 842 445

事 業 名

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

行 政 改 革 推 進 事 業

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

○行政改革推進委員会委員報酬等

行政改革大綱の策定・推進 第二次行政改革大綱の推進

・行政改革推進委員会委員報酬等 ○行政改革推進委員会委員報酬等

・各計画の策定，推進
　（行革大綱、推進計画等）
・指定管理者の選定（86施設）
・公立保育所の民間移管（照島保育所）
・慶生会事業の民間譲渡
・事務事業評価

・各計画の推進及び次期計画の策定
（行革大綱、推進計画，定員適正化計画，
 財政健全化計画，公の施設の管理方針）
・指定管理者の選定・更新（30施設）
・公立保育所の民間移管
・事務事業評価

・各計画の推進
（行革大綱、推進計画，定員適正化計画，
 財政健全化計画，公の施設の管理方針）
・指定管理者の選定・更新
・施設の民間譲渡，用途変更の推進
・事務事業評価

○行政改革推進委員会委員報酬等
事
業
内
容

第二次行政改革大綱の策定行政改革大綱の策定・推進
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－4－

２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

(1)生活環境

区分 新 規

全 体 計 画

環境基本計画策定業務 4,000 4,000

4,000 4,000

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 4,000 4,000

区分 新 規

全 体 計 画

3,336 1,514 1,822

事業年度 平成22年度～平成25年度

3,336 1,514 1,822

国

県 緊急雇用創出事業臨時特例基金事業 3,336 1,514 1,822

起 債

そ の 他

一 般 財 源

事 業 名 町 名 等 整 備 事 業

町名等整備事業

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

緊急雇用創出事業臨時特例基金事業

町名等整備事業町名等整備事業

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

大字が広範囲のため地番が大きく、地番を聞いても場所がわ
かりにくいなど不都合を生じているため、下名、上名、大里地
区等の大字が広範囲である地区について、わかりやすい住居表
示にするため、地番を生かしたまま公民館の町名等に変更する
町名整理を実施する。

事
業
内
容

事 業 名 環 境 基 本 計 画 策 定 事 業

環境基本計画策定業務

事
業
内
容

事 業 費

いちき串木野市環境基本条例第８条により、市・
事業者及び市民の環境保全に関する責務を明らかに
し、自然環境の保全、地球温暖化防止その他必要な
事項を定め、市民の良好な環境を確保するために、
いちき串木野市環境基本計画を策定する。

上
記
の
財
源
内
訳

重 点 施 策 の 概 要

平 成 22 年 度前年度までの実績（H21見込みを含む。） 次 年 度 以 降
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 新 規

全 体 計 画

52,500 52,500

52,500 52,500

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 52,500 52,500

区分 新 規

全 体 計 画

6,421 6,421

6,421 6,421

国

県 緊急雇用創出事業臨時特例基金事業 6,418 6,418

起 債

そ の 他

一 般 財 源 3 3

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

緊急雇用創出事業臨時特例基金事業

事
業
内
容

事
業
内
容

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 名

雇用促進住宅購入費（2棟80戸）雇用促進住宅2棟80戸及び敷地を購入すること
で、市の住宅として活用し、子育て世帯や若年層等
への住宅提供により人口減少対策を図る

事 業 費

平 成 22 年 度

 一般公募した住宅防火推進員が住宅用火災警報器
の設置推進や６５歳以上の高齢者世帯を防火訪問
し、住宅防火対策を積極的に推進する。
住宅防火推進員は、臨時職員として６名雇用す
る。
雇用期間：6月１日～11月30日

平 成 22 年 度

事 業 名 子 育 て 団 地 等 整 備 事 業

次 年 度 以 降前年度までの実績（H21見込みを含む。）

次 年 度 以 降

住宅用火災警報器設置促進及び
住宅防火対策推進事業

前年度までの実績（H21見込みを含む。）

住 宅 防 火 対 策 推 進 事 業
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

(2)保健医療福祉

区分 新 規

全 体 計 画

3,000 おむつ替えシート等設置 3,000

設置予定額300千円×10箇所

3,000 3,000

国

県 3,000 3,000

起 債

そ の 他

一 般 財 源

区分 新 規

全 体 計 画

・空調施設改修工事 62,750 ・委託料 2,750

・工事請負費 60,000

62,750 62,750

国

県 電源交付金 55,300 電源交付金 55,300

起 債

そ の 他

一 般 財 源 7,450 7,450

地 域 子 育 て 創 生 事 業　（ナースィングスペース整備事業）

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度

平 成 22 年 度

事 業 費

事 業 名

串 木 野 高 齢 者 福 祉 セ ン タ ー 空 調 改 修 事 業

次 年 度 以 降

育児を支援するため公共施設の多目的トイレなど
におむつ替えシートなどを設置する。

設置予定額300千円×10箇所

既存の空調施設の老朽化のため改修を行い、セン
ターにおける各種事業の円滑な実施、利用促進を図
る。

事 業 名

事 業 費

事
業
内
容

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

次 年 度 以 降

上
記
の
財
源
内
訳

前年度までの実績（H21見込みを含む。）
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 新 規

全 体 計 画

1,500 1,500

1,500 1,500

国

県 1,000 1,000

起 債

そ の 他

一 般 財 源 500 500

(3)教育文化

区分 新 規

全 体 計 画

1,166 地域ぐるみの学校安全体制整備推 583 地域ぐるみの学校安全体制整備推 583

・対 象 小学校９校

1,166 583 583

国

県 774 387 387

起 債

そ の 他

一 般 財 源 392 196 196

平 成 22 年 度

障 害 者 自 立 支 援 総 合 対 策 事 業　（オストメイト対応トイレ設備緊急整備事業）

前年度までの実績（H21見込みを含む。）

オストメイト対応トイレ設備整備

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 名

事
業
内
容

事
業
内
容

次 年 度 以 降

進事業 進事業

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

事 業 名 地 域 ぐ る み の 学 校 安 全 体 制 整 備 推 進 事 業

既存の公共施設等に設置されている身体障害者用
トイレを改修し、オストメイト（人工肛門・人工膀
胱造設者）対応トイレ設備を整備する。 設置予定額1,500千円×1箇所

・学校管理下における事件・事故に対して、家庭や
地域の関係機関・団体及び地域ボランティア等と連
携しながら、地域社会全体で学校の安全確保に取り
組む体制を整備し、児童生徒が安心して教育を受け
られる環境を作る。

・事業年度 平成22年度～
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 新 規

全 体 計 画

500 100 400

2校区×50,000円＝100,000円 2校区×50,000円＝100,000円

3校区×100,000円＝300,000円

500 100 400

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 500 100 400

区分 新 規

全 体 計 画

・歴史公園整備関係 5,400 ・建物撤去及び記念碑移設 5,400

・資料収集事業 8,352 ・資料収集事業 2,100 3,126 3,126

・資料館建設事業 109,200 4,700 4,500

・工事費 100,000

122,952 7,500 7,826 107,626

国 4,800 4,800

県 ふるさと雇用再生特別基金事業 8,352 2,100 3,126 3,126

起 債

そ の 他

一 般 財 源 109,800 600 4,700 104,500

平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

　「家庭や地域の教育力の向上」、「青少年の健全
育成」を推進するため、中学校校区で学校、家庭、
地域住民をはじめ、社会教育関係団体や各関係機関
等を含め、企業等の関係者で組織する「地域教育振
興協議会」を設置し、2年間支援補助金を交付す
る。

地域教育振興協議会補助金

い ち き 串 木 野 市 地 域 教 育 振 興 協 議 会 設 置 事 業

事 業 名 薩 摩 藩 留 学 生 歴 史 資 料 館 建 設 事 業

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

事
業
内
容

事 業 名

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 費

前年度までの実績（H21見込みを含む。）

上
記
の
財
源
内
訳

地域教育振興協議会補助金

中学校区５校区に設置・事業期間 H22～H24

・資料収集事業・資料収集事業

ふるさと雇用再生特別基金事業 ふるさと雇用再生特別基金事業 ふるさと雇用再生特別基金事業

・実施設計

羽島浜中港を歴史記念公園として整備を進めると
ともに資料収集に努めており、資料館建設のための
基本設計を実施する。

事 業 費

事
業
内
容

・基本設計
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

(1) 生活環境

区分 継 続

全 体 計 画

39,713 19,713 10,000 10,000

68,608 30,608 36,500 1,500

51,924 11,924 20,000 20,000

7,000 5,000 仕切弁設置 2,000

346,642 4,652 第6次拡張事業（工事） 141,990 第6次拡張事業（工事） 200,000

35,750 9,240 21,510 5,000

549,637 81,137 230,000 238,500

国

県

起 債 334,300 19,400 164,900 150,000

そ の 他

一 般 財 源内部留保資金 215,337 61,737 65,100 88,500

区分 継 続

全 体 計 画

8,405 6,405 2,000

2,000 2,000

2,000 1,000 1,000

28,522 7,522 13,000 8,000

2,945 945 1,000 1,000

9,975 集中監視システム(市来) 9,975

53,847 24,847 15,000 14,000

国

県

起 債

そ の 他基金繰入 外 8,600 8,600

一 般 財 源 45,247 16,247 15,000 14,000

第6次拡張事業（実施設計等）

マッピングシステム マッピングシステム

生冠地区配水管布設等

市来地区(3ケ所)配水管布設替等

マッピングシステム（土川外）

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

麓地区土地区画整理事業配水管布設等

給水申請に伴う配管布設給水申請に伴う配管布設

市来地区送配水管布設替等 市来地区配水管布設等

羽島地区配水管布設替

第6次拡張事業（認可業務）

給水申請に伴う配管布設

水源探査

  簡 易 水 道 単 独 事 業

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

麓地区土地区画整理事業配水管布設等

仕切弁設置

水源地造成

水源探査・ボーリング

麓地区土地区画整理事業配水管布設等

配水管布設等

上 水 道 単 独 事 業

次 年 度 以 降平 成 22 年 度前年度までの実績（H21見込みを含む。）

配水管布設等

事
業
内
容

・麓地区土地区画整理事業配水管布設等

・水源開発

・仕切弁設置

・第６次拡張事業(H22～H24)：実施設計等

・マッピングシステム(串木野H14～,市来H17）

・給水申請に伴う配水管布設等

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 費

事 業 名

・市来地区配水管布設等

・生冠地区配水管布設等

・羽島地区配水管布設等

重 点 施 策 の 概 要

羽島地区配水管布設替

生冠地区送水管布設替

羽島地区配水管布設等

生冠地区配水管布設等

・第６次拡張事業(H22～H24)：工事

・配水管布設等

水源探査・ボーリング

事
業
内
容

・集中監視システム(市来H18～H21)

事 業 名

配水管布設等

第6次拡張事業（実施設計等）
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

事業認可面積：340ha

14,458,906 14,274,394 41,644 整備面積：25.34ha 142,868

汚水管渠工事

L=320m

14,458,906 14,274,394 41,644 142,868

国 5,632,210 5,602,210 6,000 24,000

県 100,448 100,448

起 債 7,693,586 7,650,086 9,700 33,800

そ の 他受益者負担金 12,865 受益者負担金 10,465 受益者負担金 540 受益者負担金 1,860

一 般 財 源 1,019,797 911,185 25,404 83,208

区分 継 続

全 体 計 画

○合併処理浄化槽設置補助金 ※毎年度

・５人槽（332,000円／基） ・５人槽 1,182基 ・５人槽 76基 25,232 ・５人槽 76基 25,232

・６～７人槽（414,000円／基） 1,067,966 ・６～７人槽 1,081基 995,706 ・６～７人槽 25基 10,350 ・６～７人槽 25基 10,350

・８～10人槽（548,000円／基） ・８～10人槽 166基 ・８～10人槽 1基 548 ・８～10人槽 1基 548

○単独処理浄化槽撤去費補助金（平成22年度～） 900 単独処理浄化槽撤去費補助金 5基 450 単独処理浄化槽撤去費補助金 5基 450

1,068,866 995,706 36,580 36,580

国 356,286 331,900 12,193 12,193

県 313,759 296,367 8,696 8,696

起 債

そ の 他

一 般 財 源 398,821 367,439 15,691 15,691

事 業 名

事 業 名

次 年 度 以 降平 成 22 年 度前年度までの実績（H21見込みを含む。）

合 併 処 理 浄 化 槽 設 置 補 助 事 業

事業認可面積：340ha

前年度までの実績（H21見込みを含む。）

公 共 下 水 道 事 業

平 成 22 年 度

整備率：92.5％

須納瀬地区汚水管渠工事

計画期間：昭和61年～平成35年

事 業 費

事業年度：昭和61年度～

事
業
内
容

事業認可面積：340ha

全体事業計画面積：838ha

計画汚水量：19,300ｍ3／日

事業認可面積：340ha

次 年 度 以 降

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 費

事
業
内
容

上
記
の
財
源
内
訳

整備率：92.3％

整備面積：1.0ha整備面積：313.66ha

排除方式：分流式

汚水処理能力：7,400ｍ3／日排除方式：分流式
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

9,500 住宅建築（購入）補助金 17件 8,500 住宅建築（購入）補助金 1件 500 住宅建築（購入）補助金 1件 500

14,100 定住奨励金 21件 12,300 定住奨励金 1件 900 定住奨励金 1件 900

10,247 土地購入補助金 16件 8,247 土地購入補助金 1件 1,000 土地購入補助金 1件 1,000

33,847 29,047 2,400 2,400

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 33,847 29,047 2,400 2,400

区分 継 続

全 体 計 画

平成21年度 平成22年度 平成23年度

43,000 43,000

40,000 40,000

35,930 17,430 18,500
旭分団 こがね号

118,930 17,430 43,000 58,500

国

県 石油交付金 105,962 石油交付金 16,312 石油交付金 37,000 石油交付金 52,650

起 債

そ の 他

一 般 財 源 12,968 1,118 6,000 5,850

平 成 22 年 度前年度までの実績（H21見込みを含む。）

水槽付消防ポンプ車更新
（水Ⅱ型・圧縮空気砲消火装置付）
（電動ホースカー付）

高規格救急車更新（本署）
（高度救急処置用資機材含む。）

・定住奨励金

・住宅建築（購入）補助金

・土地購入補助金

平 成 22 年 度

定 住 促 進 対 策 補 助 事 業

前年度までの実績（H21見込みを含む。）

事
業
内
容

事
業
内
容

事 業 費

たしている消防車及び救急車について更新整備する。

消 防 署 水槽付消防ポンプ車：18年

消防ポンプ車更新（ＣＤ－Ⅰ型）　

次 年 度 以 降

消 防 団 消防ポンプ車：20年

次 年 度 以 降

消 防 施 設 ・ 設 備　（消防ポンプ車・救急車）　整 備 事 業

事 業 名

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

老朽化のため性能が低下し、現場活動に支障をき

事 業 名

消 防 署 高規格救急車：10年

消防ポンプ車更新（ＣＤ－Ⅰ型）　
冠岳分団 やまびこ号
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

6,500 防火水槽 １基 6,500

1,200 消火栓 １基（前床） 600 消火栓 １基 600

2,636 消防ホース（署30本） 1,040 消防ホース（署40本） 1,596

4,824 消防ホース（団65本） 2,430 消防ホース（団60本） 2,394

1,469 防火衣7式 1,250 防火衣１式 219

16,629 4,720 819 11,090

国

県 石油交付金 13,879 石油交付金 4,438 石油交付金 9,441

起 債

そ の 他

一 般 財 源 2,750 282 819 1,649

区分 継 続

全 体 計 画

平成21年度 平成22年度 平成23年度

1,733

3,098 （救命ボー１艘 本署用） 1,365

1,731 ＣＰＲ訓練用人形（４体） 1,103 ＣＰＲ訓練用人形（２体） 628

2,200 2,200

7,029 1,103 628 5,298

国

県 石油交付金 5,040 石油交付金 1,000 石油交付金 500 石油交付金 3,540

起 債

そ の 他

一 般 財 源 1,989 103 128 1,758

事 業 費

事 業 名 消 防 施 設 ・ 設 備　（ 救急・救助用資機材 ）　整 備 事 業

空気呼吸器

事
業
内
容

三連梯子・空気呼吸器等を整備する。

上
記
の
財
源
内
訳

消防水利の不足している地域解消のため防火水槽

及び消火栓の設置並びに老朽化している消防ホー

ス及び防火衣を更新整備する。

次 年 度 以 降平 成 22 年 度前年度までの実績（H21見込みを含む。）

事 業 名

事 業 費

事
業
内
容

　ＣＰＲ訓練用人形

救助用資機材（梯子・救命ボート）

前年度までの実績（H21見込みを含む。）

消 防 施 設 ・ 設 備　（消防水利・消防ホース・防火衣一式）　整 備 事 業

平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

救助用資機材

学校、病院等各種団体に対する普通救命講習会や応急

手当指導に使用する救急訓練用人形及び人命救助用の

（チタン製三連梯子 分遣所　）

空気呼吸器（予備ボンベ付）5基

上
記
の
財
源
内
訳
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

2,297 救急救命士研修 1名 2,297

903 救急救命士薬剤投与追加講習1名 295 救急救命士薬剤投与追加講習1名 304 救急救命士薬剤投与追加講習1名 304

748 気管挿管病院実習 1名 175 気管挿管病院実習 1名 191 気管挿管病院実習 ２名 382

764 764

807 279 264 264

411 99 208 104

259 消防学校専科教育 (消防団員)（4科10名） 81 89 89

385 消防大学校警防科 １名 385

178 89 89

6,752 3,315 1,909 1,528

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 6,752 3,315 1,909 1,528

区分 継 続

全 体 計 画

・原子力発電施設等周辺地域給付金加算事業補助金 48,954 36,154 6,400 6,400

48,954 36,154 6,400 6,400

国

県 電源交付金 48,954 電源交付金 36,154 電源交付金 6,400 電源交付金 6,400

起 債

そ の 他

一 般 財 源

事
業
内
容

多様化する各種災害に対応するため、消防職員

事 業 費

事
業
内
容

原子力発電所から概ね10キロメートルの範囲内で
ある土川、羽島、荒川地区の電灯需要家等につい
て、従来の給付金に加え、立地市並の給付金を交付
する。
（事業開始 H16～）

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 名

前年度までの実績（H21見込みを含む。）

・原子力発電施設等周辺地域給
付金加算事業補助金

原 子 力 発 電 施 設 等 周 辺 地 域 給 付 金 加 算 事 業

消防学校専科教育（消防団員）（4科11名）

九州地区警防実務研修会 １名

消防学校専科教育（消防団員）（4科11名）

九州地区警防実務研修会 １名

消防学校専科教育・実習・講習(職員)(12名)

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 名 消 防 職 員　（　団 員　）　教 育 事 業

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

消防学校救急科教育（消防職員）３名 消防学校救急科教育（消防職員）３名 消防学校救急科教育（消防職員）３名

消防学校専科教育・実習・講習(職員)(５名) 消防学校専科教育・実習・講習(職員)(1９名)

消防学校初任科教育（前期2名後期１名)

（団員）に対する基礎的、専門的な教育を年次的

に行うもの

・原子力発電施設等周辺地域給
付金加算事業補助金

・原子力発電施設等周辺地域給
付金加算事業補助金

平 成 22 年 度 次 年 度 以 降
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

(2)保健医療福祉

区分 継 続

全 体 計 画

69,086 20,130 24,478 24,478

69,086 20,130 24,478 24,478

国

県 18,232 4,916 6,658 6,658

起 債

そ の 他

一 般 財 源 50,854 15,214 17,820 17,820

区分 継 続

全 体 計 画

支援金 69,540 出産祝金 21,500 出産祝金 7,900 出産祝金 7,900

誕生祝金 4,920 誕生祝金 1,860 誕生祝金 2,160

入学祝金 19,200 入学祝金 2,100 入学祝金 2,000

69,540 45,620 11,860 12,060

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 69,540 45,620 11,860 12,060

妊 婦 健 康 診 査 事 業

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

事
業
内
容

次世代を担う子供の出産を祝福するとともに、そ
の健やかな成長を願い、子育て支援金を贈り、健康
で明るい街づくりに資することを目的としている。
平成17年度～
２１年度制度改正（２１年度のみ）経過措置有

事 業 名

事 業 名

上
記
の
財
源
内
訳

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

事 業 費

事 業 費

未 来 の 宝 子 育 て 支 援 金

前年度までの実績（H21見込みを含む。）

妊婦健康診査委託料 妊婦健康診査委託料 妊婦健康診査委託料

平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

妊婦健康診査の公費負担１４回をひき続き実施
し、安心・安全な妊娠・出産を支援する
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

(3)教育文化

区分 継 続

全 体 計 画

旭小屋体耐震補強及び大規模改造工事

1,191,111 389,615 39,680 761,816

国 473,396 172,872 14,106 286,418

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 717,715 216,743 25,574 475,398

区分 継 続

全 体 計 画

33,731 26,531 3,600 3,600

・対 象 小学校９校，全学年

・事業年度 平成17年度～

33,731 26,531 3,600 3,600

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 33,731 26,531 3,600 3,600

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

串小管理棟、市来中技術家庭科室棟耐震補
強及び大規模改造工事

市来小学校校舎耐震補強及び大規模改造工事

生冠中屋体耐震補強及び大規模改造工事

事 業 名 小 ・ 中 学 校 舎 棟 耐 震 補 強 工 事 事 業

平 成 22 年 度 次 年 度 以 降前年度までの実績（H21見込みを含む。）

事
業
内
容

冠岳小・串木野小屋体耐震補強及び大規模
改造工事

耐震2次診断、補強計画、実施計画

荒川小屋体耐震補強及び大規模改造工事

西中屋体耐震補強及び大規模改造工事

児童生徒の学習環境の安全性確保、災害時の避難施設として
の安全性を保つために、年次的に学校校舎等の耐震強度を高め
るための設計・工事を実施する。

川上小学校屋内運動場耐震補強及び大規模
改造工事 34,980
川上小学校屋内運動場耐震補強及び大規模
改造工事監理業務委託 1,200
羽島中学校校舎耐震補強及び大規模改造実
施設計業務委託 3,500

照島小・川上小・生福小・西中・羽島中・
市来中・羽島中学校校舎耐震補強及び大規
模改造工事

小学校外国語活動指導補助員派遣事業 小学校外国語活動指導補助員派遣事業

小学校９校，全学年への派遣
事
業
内
容

国際化に対応し，「自ら思考し判断することので
きる国際感覚を持った児童の育成」をねらい，外国
語活動指導補助員を小学校へ派遣する。 小学校10校，全学年への派遣

小学校外国語活動指導補助員派遣事業

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

小学校９校，全学年への派遣

事 業 名

前年度までの実績（H21見込みを含む。）

小 学 校 外 国 語 活 動 指 導 補 助 員 派 遣 事 業

次 年 度 以 降平 成 22 年 度
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

36,010 ・県委託事業 16,035 ・県委託事業 588 ・県委託事業 588

中学校2~3校(串中,西中,市中)H20~市中なし 中学校2校（串中，串西中) 中学校2校（串中，串西中)

・市単独事業 16,571 ・市単独事業 1,114 ・市単独事業 1,114

小学校10校（全校）H17～H20 小学校9校（全校） 小学校9校（全校）

中学校2~3校(羽中,生中,市中)H20~市中追加 中学校3校（羽島中，生冠中，市来中） 中学校3校（羽島中，生冠中，市来中）

36,010 32,606 1,702 1,702

国

県 17,211 16,035 588 588

起 債

そ の 他

一 般 財 源 18,799 16,571 1,114 1,114

区分 継 続

全 体 計 画

5,765 ・学校評議員報酬 4,091 ・学校評議員報酬 837 ・学校評議員報酬 837

H19年度は川上小のみ３人

5,765 4,091 837 837

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 5,765 4,091 837 837

ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 配 置 事 業

小・中学校14校で実施
（小規模小学校４校のみ評議員３人）

次 年 度 以 降

串中,串西中,串小,照小,生冠中,
生福小,市来中,市来小,川上小の
９校で実施(H14～H19年度)

小･中学校15校で実施(H20･21年度)

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

事 業 費

事
業
内
容

開かれた学校づくり，特色ある学校づくりを進め
る観点から，校長が学校運営に関し，保護者や地域
住民等の意見や考えを把握し反映すること，その協
力を得ること，学校運営の状況等を周知することな
どの説明責任を果たすことができるようにする。
（1校あたり評議員５名，年3回実施）

事業年度：平成14年度～

事 業 名

事 業 名

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

いじめ，不登校，その他問題行動等への対応にあ
たり，学校におけるカウンセリング機能の充実を図
るとともに，市教委の相談機能(適応指導含)を高め
る。

次 年 度 以 降平 成 22 年 度前年度までの実績（H21見込みを含む。）

学 校 評 議 員 制 度

小・中学校14校で実施
（小規模小学校４校のみ評議員３人）

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度

小規模小学校5校のみ評議員３人
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

19,900 16,900 1,500 1,500

小・中学校15校 100千円×14校 小・中学校14校 100千円×14校

幼稚園2園 50千円×2園 幼稚園2園 50千円×2園

19,900 16,900 1,500 1,500

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 19,900 16,900 1,500 1,500

区分 継 続

全 体 計 画

22,093 特別支援教育支援員配置事業 10,875 特別支援教育支援員配置事業 5,609 特別支援教育支援員配置事業 5,609

 中学校1校 1名  中学校1校 1名  中学校1校 1名

小・中合計6名 小・中合計8名 小・中合計8名

22,093 10,875 5,609 5,609

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 22,093 10,875 5,609 5,609

前年度までの実績（H21見込みを含む。）

事 業 名

平 成 22 年 度

 小学校5校 7名  小学校5校 7名

事業年度：平成20年度～

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

次 年 度 以 降平 成 22 年 度

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

小・中学校において様々な障害を持つ児童生徒に
対する学校生活上の介助や学習活動上の支援などを
行う「特別支援教育支援員」の計画的配置を行う。

事
業
内
容

事業年度：平成８年度～

地域社会の要望を反映させながら子ども一人一人
の望ましい変容を目指すために，各学校・幼稚園の
持つ教育的風土を活かし，創意に満ちた特色ある事
業を推進し，本市学校・幼稚園教育の一層の活性化
を図る。

事 業 名

前年度までの実績（H21見込みを含む。）

次 年 度 以 降

特色ある学校づくり補助金

特 色 あ る 学 校 づ く り 推 進 事 業

 小学校4校 5名

H8～H17年度 12,000千円 旧串木野市のみ
小･中学校12校 100千円×12校
H18年度 1,600千円 幼稚園2園50千円×2園
小･中学校15校 100千円×15校
H19年度 100千円 幼稚園2園50千円×2園
H20・21年度 3,200千円 幼稚園2園50千円
×2園 小･中学校15校 100千円×15校

特色ある学校づくり補助金

特 別 支 援 教 育 支 援 員 配 置 事 業

特色ある学校づくり補助金
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

10,500 5,500 2,500 2,500

ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ・ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ 市教委1名 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ

ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ 小学校3校 3名 小学校3校 3名

小学校3校 3名(H20)

小学校3校 2名(H21)

10,500 5,500 2,500 2,500

国

県 10,500 5,500 2,500 2,500

起 債

そ の 他

一 般 財 源

区分 継 続

全 体 計 画

4,216 1,465 2,392

15 28

111 107

19 79

4,216 1,610 2,606

国 1,610 1,610

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 2,606 2,606

上
記
の
財
源
内
訳

平成20年度から22年度（串木野小校区） 損害保険料等 損害保険料等

事
業
内
容

家庭の教育力の向上を図るため、身近な地域にお
いて「家庭教育支援チーム」を設置し、地域全体で
家庭教育を支えていく基盤の形成を促進する。 旅費

サポーター謝金等 サポーター謝金等

需用費 需用費

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 名 家 庭 教 育 支 援 基 盤 形 成 事 業

事
業
内
容

本市の最大の課題である「不登校の解消及び未然
防止」を図るために，問題行動を示す児童生徒の社
会的背景や環境要因に対し，関係機関等とのネット
ワークを活用するなどして，問題を抱える児童生徒
に支援を行う専門家である，スクールソーシャル
ワーカーの効果的な活用を実践研究する事業であ
る。

ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ実践研究事業 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ実践研究事業

事業年度：平成20年度～

事 業 名  ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー 実 践 研 究 事 業

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

次 年 度 以 降

旅費

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度

事 業 費

ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ実践研究事業
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

2,660 1,152 1,152

5 5

130 130

43 43

2,660 1,330 1,330

国

県 2,660 1,330 1,330

起 債

そ の 他

一 般 財 源

区分 継 続

全 体 計 画

4,000 2,000 2,000

4,000 2,000 2,000

国

県

起 債

そ の 他文化事業収入 2,200 文化事業収入 1,100 文化事業収入 1,100

一 般 財 源 1,800 900 900

上
記
の
財
源
内
訳

おり込み手数料等

需用費

おり込み手数料等

事 業 費

次 年 度 以 降

コーディネーター謝金学校の教育活動を支援するため、地域住民の学校支
援ボランティアのコーディネートをする。
※鹿児島県からいちき地域学校支援実行委員会への
委託業務

平成20年度から22年度（市来校区）

事 業 名 学 校 支 援 地 域 本 部 事 業

コーディネーター謝金

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度

事
業
内
容

旅費 旅費

需用費

自 主 文 化 事 業事 業 名

公演委託料自主文化事業
市民が本物の音楽に触れる機会をつくり、文化意
識の高揚を図る。

○Ｈ19年度「宝塚歌劇団OGによるラテン
ファンタジー」H20.2.8
※宝くじ助成を得ているため、公演料無し
○Ｈ20年度「ＮＨＫ交響楽団トップメン
バーによるブラスアンサンブルコンサー
ト」H20.12.13
○Ｈ21年度「三遊亭歌之介独演会」
　Ｈ21.12.6

次 年 度 以 降

事
業
内
容

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

公演委託料

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度
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２．健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

1,284 1,022 131 131

1,308 1,012 148 148

6,169 4,139 1,015 1,015

524 ・ゼッケン等新規作成 524

3,616 ・補助金 2,400 ・補助金 608 ・補助金 608

12,901 9,097 1,902 1,902

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 12,901 9,097 1,902 1,902

・報償費

・消耗品費、食糧費、印刷製本費 ・消耗品費、食糧費、印刷製本費 ・消耗品費、食糧費、印刷製本費

・役務費、委託料、使用料及び賃借料

・報償費 ・報償費

市 民 体 育 大 会

・役務費、委託料、使用料及び賃借料

次 年 度 以 降前年度までの実績（H21見込みを含む。）

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 費

事
業
内
容
・補助金

・役務費、委託料、使用料及び賃借料

平 成 22 年 度

・報償費

・消耗品費、食糧費、印刷製本費

・役務費、委託料、使用料及び賃借料

事 業 名

・ゼッケン等新規作成
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３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

(1)産業経済

区分 新 規

全 体 計 画

高性能林業機械の導入 11,000千円×1/2以内

補助金 2,000

2,000

2,000 2,000

国

県 2,000 2,000

起 債

そ の 他

一 般 財 源

区分 新 規

全 体 計 画

県営事業

事業面積 A=52ha

市単独費

委託料 事業採択に伴う申請書類等の作成業務 11,200 換地設計基準作成 1式 2,400 換地計画概要書作成 1式 500

経営体育成促進計画作成 1式 2,300 農村環境計画策定 1式 3,000

事業実施計画策定 1式 3,000

11,200 7,700 3,500

国

県 1,200 1,200

起 債

そ の 他

一 般 財 源 10,000 6,500 3,500

事 業 名

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

間伐事業を推進するにあたり、労働力の軽減を図り作業効率
を向上させるため、労働力省力機械を導入して、間伐作業の生
産性の向上を図る。
高性能林業機械等の整備 11,000千円×1/2以内
　　（グラップル・ウインチ付 バックー）

事
業
内
容

重 点 施 策 の 概 要

森 林 整 備 ・ 林 業 木 材 産 業 活 性 化 推 進 事 業

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

事 業 名

経 営 体 育 成 基 盤 整 備 事 業　（川南地区ほ場整備事業）

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳
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３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 新 規

全 体 計 画

10,500 22 201,978

212,500

212,500 10,500 22 201,978

国 補助率45% 95,640 4,750 90,890

県 補助率31.325％ 66,533 3,264 63,269

起 債

そ の 他

一 般 財 源 23.675% 50,327 2,486 22 47,819

区分 新 規

全 体 計 画

県営事業

改築工事（いちき串木野市L=4,250m・日置市L=1,650m） 改築工事延長 L=1,750m

委託料（分筆測量等業務委託） 3,600 委託料 1式 1,800 委託料 1式 1,800

用地費（改築工事に伴う土地買収費） 10,000 用地費 1式 6,700 用地費 1式 3,300

補償費（立木補償・電柱補償等） 16,000 補償費 1式 8,500 補償費 1式 7,500

29,600 17,000 12,600

国

県

起 債 26,600 15,300 11,300

そ の 他

一 般 財 源 3,000 1,700 1,300

事業年度：平成２１年度～２５年度

上
記
の
財
源
内
訳

申請

事 業 名

保全事業（交差点改良・路面補修・湧水処理 （交差点改良・路面補修・湧水処理

申請（単独費） 保全事業

農 道 保 全 対 策 事 業　（　広 域 農 道　）

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

事
業
内
容

点検 点検

事 業 名

県 営 林 道 開 設 事 業　（林道舟川野下線）市単独分

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

事
業
内
容

市単独費

改築工事 L=2,500m

橋梁耐震化・勾配線形の改良）

事 業 費

橋梁耐震化・勾配線形の改良）

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳
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３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 新 規

全 体 計 画

3,195 補助金 3,195

3,195 3,195

国

県 電源交付金 2,800 電源交付金 2,800

起 債

そ の 他

一 般 財 源 395 395

区分 新 規

全 体 計 画

21,313 補助金 12,078 補助金 5,000

委託料(緊急雇用創出事業) 2,060 委託料(緊急雇用創出事業) 2,175

商品券発行額 110,000千円 商品券発行額 55,000千円

 うちプレミアム分  10,000千円  うちプレミアム分  5,000千円

21,313 14,138 7,175

国

県 緊急雇用創出事業臨時特例基金事業 4,235 2,060 2,175

起 債

そ の 他

一 般 財 源 17,078 12,078 5,000

上
記
の
財
源
内
訳

串木野市漁協が、未利用・低利用になっている漁
獲物に付加価値をつけるための新商品開発事業を支
援する。

事 業 費

水 産 物 商 品 開 発 促 進 事 業

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

事
業
内
容

厳しい経済状況の下、消費者の域外流出防止、商
店街活性化を目的に商工会議所と商工会合同で実施
するプレミアム付商品券発行事業に対し補助する。

事 業 名

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 名

事
業
内
容

プ レ ミ ア ム 付 き 商 品 券 発 行 事 業

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

緊急雇用創出事業臨時特例基金事業 緊急雇用創出事業臨時特例基金事業
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３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 新 規

全 体 計 画

37,896 3,744 17,076 17,076

・体験型観光メニューなどの受け入れ態勢の整備 ・体験型観光メニューなどの充実

・案内人（語り部）の人材調査 ・案内人（語り部）の人材育成及び派遣 ・案内人（語り部）のサービス体制の充実

・観光用総合ＨＰの作成準備 ・地域特産品のＰＲ活動 ・地域特産品のＰＲ活動

・観光用総合ＨＰの開設 ・観光用総合ＨＰの充実

37,896 3,744 17,076 17,076

国

県 ふるさと雇用再生特別基金事業 37,896 3,744 17,076 17,076

起 債

そ の 他

一 般 財 源

・体験型観光メニューなどの素材調査

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

新設する観光案内所を拠点とし、観光や特産品情
報の提供・発信を行い、地域文化・歴史・産業など
の観光資源を活用した体験型観光を含む観光ルート
の開発やコースマップの作成を実施し、地域経済の
振興を図るために係る人件費及び案内所の維持経費
である。

総合観光推進事業

平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

総合観光推進事業総合観光推進事業

事 業 名 総 合 観 光 推 進 事 業

ふるさと雇用再生特別基金事業 ふるさと雇用再生特別基金事業

前年度までの実績（H21見込みを含む。）

ふるさと雇用再生特別基金事業
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３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

(1)産業経済

区分 継 続

全 体 計 画

400 200 200

56 56

18 53 53

800

112

124

1,036 418 309 309

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 1,036 418 309 309

区分 継 続

全 体 計 画

支援金 500 支援金 500 支援金 500

1,500

1,500 500 500 500

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 1,500 500 500 500

事 業 名

重 点 施 策 の 概 要

有 機 農 業 推 進 事 業

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

事
業
内
容

消費者が求める「安全で安心な農作物」を目指し、これま
で実施してきた堆肥購入助成に加え、より付加価値の高い
「JAS認証制度」の取得を支援することで、農業経営の安定化
を図る。

堆肥購入助成 堆肥購入助成

講習会開催及び事務費等 講習会開催及び事務費等

講習会開催及び事務費等

堆肥購入助成

JAS認証取得助成 JAS認証取得助成 JAS認証取得助成

講習会開催及び事務費等

堆肥購入助成

JAS認証取得助成

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

新 規 就 農 者 支 援 金

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

事 業 名

事
業
内
容

・就農意欲が旺盛であり、かつ、継続的な営農を行う者に対
し、新規就農者支援金を交付する。
・新規就農者とは、新たに専業的に就農した者で、販売農家
（経営耕地面積が30ａ以上又は農畜産物販売金額が50万円以
上の農家）。
・一人につき50万円とし、1回限りとする。

羽島地区 畜産農家 １人

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳
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３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

1,000 500 500

2,000

2,000 1,000 500 500

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 2,000 1,000 500 500

区分 継 続

全 体 計 画

34,501 17,363

51,864 1,392 700

2,092

53,956 35,893 18,063

国

県 39,016 25,838 13,178

起 債

そ の 他

一 般 財 源 14,940 10,055 4,885

事 業 名

農 業 用 ハ ウ ス 設 置 補 助 事 業

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

事 業 名

事
業
内
容

意欲ある農業者が、より安定的に農業を続けていくための
支援として、概ね70㎡以上のハウス設置に対し補助を行う。

農業用ハウス設置補助 農業用ハウス設置補助 農業用ハウス設置補助

5戸 100千円×5戸 100千円×5戸

補助額 1/3以内 限度額100千円

販売を目的とした利用

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

中 山 間 地 域 等 直 接 支 払 制 度

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

事
業
内
容

事業年度：平成17年度～平成21年度 平成22年度継続 支払交付金 支払交付金

支払制度推進交付金（事務費）

支払交付金 支払制度推進交付金（事務費） 支払制度推進交付金（事務費）

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳
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３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

補助金 3,727 補助金 12,127

果樹園用防除機械 2台 果樹園用防除機械

果樹栽培施設暖房設備一式

15,854

15,854 3,727 12,127

国

県 10,570 2,485 8,085

起 債

そ の 他

一 般 財 源 5,284 1,242 4,042

区分 継 続

全 体 計 画

84 88 88

施設工事費等 661

921

921 84 749 88

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 921 84 749 88

事 業 名

事 業 名

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

使用料及び賃借料等 使用料及び賃借料等 使用料及び賃借料等

市 民 農 業 塾 事 業

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

事
業
内
容

・果樹生産における労働力の軽減化を図ることを目的に省力
機械を導入して産地の育成とゆとりある安定した果樹経営と
果樹振興を図る。
・果樹（デコポン・不知火）の生産調整を図り計画出荷を取
り組むにあたり、施設内の温度管理を実施し、計画的な有利
販売を実施しゆとりある安定した果樹経営と果樹振興を図
る。

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

・「農業を始めたい・もっと農業を知りたい」という市民を
対象に「安心・安全な農作物つくり」を基本に露地野菜を主
とした「市民農業塾」を実施し、明日の農業の担い手を育て
ることを目的とする。

農 業 ・ 農 村 活 性 化 推 進 施 設 等 整 備 事 業

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降
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３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

補助金 100 500 500

1,100

1,100 100 500 500

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 1,100 100 500 500

区分 継 続

全 体 計 画

補助金 50 補助金 50 補助金 50

市耕作放棄地対策協議会 市耕作放棄地対策協議会 市耕作放棄地対策協議会

150

150 50 50 50

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 150 50 50 50

事 業 名

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 名

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

事
業
内
容

・市内における耕作放棄地の再生利用に資することを目的と
し、市内を８地区に分割し、作物は農協等による推進作物を
設定のうえ草払い、耕起、抜根、整地等を行い営農再開を目
標とした計画協議を行う。

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

耕 作 放 棄 地 等 再 生 利 用 緊 急 対 策 事 業

補助金 補助金

集 落 営 農 奨 励 補 助 金

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

事
業
内
容

・地域農業の維持･発展と担い手農家の育成･確保を図るた
め、農地、農業機械･施設、労働力を効率的に活用し、農用地
の集団化による集落営農活動に意欲的に取り組む団体の活動
及び事業を支援し、農業振興並びに地域の活性化を図る。

－29－



－30－

３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

40,214 22,582 8,816 8,816

588 338 125 125

平成21年度13地区 平成22年度13地区 平成23年度から13地区

(田150.4ha・畑78.5ha） (田150.4ha・畑78.5ha） （田150.4ha・畑78.5ha）

40,802 22,920 8,941 8,941

国 20,695 11,629 4,533 4,533

県 10,053 5,645 2,204 2,204

起 債

そ の 他

一 般 財 源 10,054 5,646 2,204 2,204

区分 継 続

全 体 計 画

補助金 90 補助金 90 補助金 90

検査手数料等 47 検査手数料等 50 検査手数料等 50

417

417 137 140 140

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 417 137 140 140

事 業 名

・暖地用小麦品種を活用した水田裏作等の推進を図り、併せ
て地産地消を踏まえた地場産小麦の普及並びに販路開拓を推
進するにあたり、学校給食用の材料として供給すると共に、
本市の地場産小麦を使った特産食品としての定着化と農家の
経営安定を目的とする。

事
業
内
容

共同活動支援交付金

推進交付金（事務費）国100%

平成19年度～平成23年度

地域が一体となって行う農地や農業用施設の活動等や保全に
向けた先進的な営農活動を行う組織の支援。
鹿児島県農業農村共生活動支援協議会へ負担する。負担割合
国50%・県25%・市25%。平成21年度から13地区

事 業 名

事
業
内
容

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

推進交付金（事務費） 推進交付金（事務費）

地 場 産 小 麦 消 費 拡 大 奨 励 補 助 金

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

共同活動支援交付金 共同活動支援交付金 共同活動支援交付金

推進交付金（事務費）

農 地 ･ 水 ･ 環 境 保 全 向 上 対 策 支 援 事 業

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳
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３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

28,500 ・支払交付金 13,510 ・支払交付金 7,495 ・支払交付金 7,495

1,600 ・推進事業費（事務費） 800 ・推進事業費（事務費） 400 ・推進事業費（事務費） 400

30,100 14,310 7,895 7,895

国

県 22,935 10,519 6,208 6,208

起 債

そ の 他

一 般 財 源 7,165 3,791 1,687 1,687

区分 継 続

全 体 計 画

事業年度：平成17年～平成25年度

舗装整備 幅員4m 全体延長L=5,241m 65,000 35,000 5,000 25,000

65,000 35,000 5,000 25,000

国

県

起 債辺地債 65,000 辺地債 35,000 辺地債 5,000 辺地債 25,000

そ の 他

一 般 財 源

事 業 名

事 業 名 林 道 永 牧 広 野 線 舗 装 整 備 事 業

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

舗装整備 施行延長L=2,463m

事 業 費

舗装整備 施行延長L=300m 舗装整備 施行延長L=2,478m

森 林 整 備 地 域 活 動 支 援 事 業

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

事
業
内
容

事業年度：平成19年度～平成23年度

支払交付金

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

推進事業費（事務費）
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３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

14,000 14,000

300 300

1,000 1,000

726,113 3,000 3,000

726,113 689,513 18,300 18,300

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 726,113 689,513 18,300 18,300

区分 継 続

全 体 計 画

・外郭施設：174.1ｍ 26,312 ・外郭施設：881.9ｍ

   島平防波堤（内） 244,771 ・係留施設：520ｍ 467,214

738,297    沖防波堤 ・水域施設：19,870㎡　等

・水域施設：2,510㎡

・-2.0ｍ航路浚渫

・係留施設：浮桟橋 1基

（事業費：230,000千円） （事業費：4,084,042千円）

(市負担分） 738,297 (市負担分） 244,771 (市負担分） 26,312 (市負担分） 467,214

国

県

起 債 670,340 226,340 23,600 420,400

そ の 他

一 般 財 源 67,957 18,431 2,712 46,814

上
記
の
財
源
内
訳

漁港漁場整備長期計画

事
業
内
容

・水域施設：22,380㎡　

（事業費：6,381,042千円）

事 業 費

・漁業後継者協議会補助

・漁業経営再建資金利子補助

事 業 名

・水産業協同組合貸付金利子補助

・水産物生産流通等高度化資金利子補助

・計画期間：平成14～23年度

・まぐろ漁船母港基地化奨励補助

串 木 野 漁 港 広 域 漁 港 整 備 事 業

・まぐろ漁業母港基地化推進協議会補助金

・水産業協同組合貸付金利子補助

・漁業経営再建資金利子補助

・水産物生産流通等高度化資金利子補助

・漁業後継者協議会補助

・串木野まぐろフェスティバル開催補助金・串木野まぐろフェスティバル開催補助金

次 年 度 以 降

・遠洋漁業経営安定化金融支援事業補助金外

・まぐろ漁業母港基地化推進協議会補助金

・まぐろ漁船母港基地化奨励補助

事 業 名

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 費

・遠洋漁業経営安定化金融支援事業補助金

事
業
内
容

・串木野まぐろﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ運営補助 外 ・串木野まぐろﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ開催補助

前年度までの実績(H21見込みを含む)

・係留施設：520ｍ　等

・外郭施設：1,074ｍ

（事業費：2,067,000千円）

次 年 度 以 降

沖防波堤ｹｰｿﾝ１函据付　Ｌ＝18ｍ

平 成 22 年 度

・外郭施設

・まぐろ漁船母港基地化奨励補助・まぐろ漁船母港基地化奨励補助

・まぐろ漁業母港基地化推進協議会補助金

・漁業後継者協議会補助

・まぐろ漁業母港基地化推進協議会補助金

・漁業後継者協議会補助

ま ぐ ろ 漁 業 母 港 基 地 化 推 進 及 び ま ぐ ろ 漁 業 振 興 対 策 補 助 事 業

前年度までの実績(H21見込みを含む) 平 成 22 年 度
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３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

・外郭施設：378.3m 183,176 ・外郭施設 6,496 ・外郭施設：414.7m

・係留施設：浮桟橋1基 A防波堤(改良)　Ｌ＝21ｍ ・係留施設：190ｍ 193,116

382,788 ・水域施設：6,500㎡　　等

(市負担分） 382,788 (市負担分） 183,176 (市負担分） 6,496 (市負担分） 193,116

国

県

起 債 354,400 174,800 5,800 173,800

そ の 他

一 般 財 源 28,388 8,376 696 19,316

区分 継 続

全 体 計 画

・外郭施設：117.5m 204,903 ・外郭施設 16,200 ・外郭施設：309m

南防波堤：87.5ｍ 南防波堤ｹｰｿﾝ１函製作・据付　Ｌ＝17.5ｍ 194,691

415,794 南護岸：30ｍ

・用地：6,200㎡

(市負担分） 415,794 (市負担分） 204,903 (市負担分） 16,200 (市負担分） 194,691

国

県

起 債 377,200 187,500 14,500 175,200

そ の 他

一 般 財 源 38,594 17,403 1,700 19,491

事 業 名

戸 崎 漁 港 地 域 水 産 物 供 給 基 盤 整 備 事 業

（事業費：100,000千円）

上
記
の
財
源
内
訳

（事業費：1,397,380千円）

漁港漁場整備長期計画

・外郭施設：814ｍ

（事業費：47,000千円）（事業費：1,270,106千円）

（事業費：1,265,200千円）

平 成 22 年 度

前年度までの実績(H21見込みを含む) 平 成 22 年 度

上
記
の
財
源
内
訳

・水域施設：3,600㎡

・計画期間：平成14～23年度

事 業 名

・外郭施設：444m

漁港漁場整備長期計画

事
業
内
容 ・係留施設：75ｍ　　浮桟橋 1基

（事業費：2,567,000千円）

事 業 費

（事業費：1,201,800千円）

・用地：6,200㎡　等

・水域施設：3,600㎡

・係留施設：75ｍ浮桟橋 1基等

次 年 度 以 降

・計画期間：平成14～23年度

事 業 費

・水域施設：6,500㎡　　等

事
業
内
容
・係留施設：190ｍ

（事業費：2,714,486千円）

前年度までの実績(H21見込みを含む)

羽 島 漁 港 地 域 水 産 物 供 給 基 盤 整 備 事 業

次 年 度 以 降
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３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

2,448 448 1,000 1,000

2,448 448 1,000 1,000

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 2,448 448 1,000 1,000

区分 継 続 事 業 名

全 体 計 画

・事業所等設置補助 5,700 ・事業所等設置補助 5,700

・用地取得補助 604,832 ・用地取得補助 604,832

・固定資産税補助 16,155 ・固定資産税補助 16,155

・事業所用水使用料補助 230,109 ・事業所用水使用料補助 221,092 7,854 ・事業所用水使用料補助 1,163

・給水装置設置補助 3,010 ・給水装置設置補助 3,010

859,806 850,789 7,854 1,163

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 859,806 850,789 7,854 1,163

次 年 度 以 降

合宿誘致促進補助金

次 年 度 以 降

合宿誘致促進補助金 合宿誘致促進補助金

・６団体130人の利用、延べ613泊数

前年度までの実績（H21見込みを含む。）

企 業 の 誘 致 促 進 及 び 育 成 補 助 金

事 業 名

本市における合宿の誘致を図り、本市の経済振
興に資することを目的とし、本市で合宿する県外
の高校、大学の運動系、文科系の学生で構成され
る団体に補助金を交付する。（※宿泊日数が連続
２日以上で、かつ延べ宿泊数が50泊以上のもの
で、延べ宿泊数に1,000円を乗じて得た額とし、
１団体100,000円を上限とする。）

事
業
内
容

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 費

事
業
内
容

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 費

平 成 22 年 度

・事業所用水使用料補助

合 宿 誘 致 促 進 事 業

平 成 22 年 度前年度までの実績（H21見込みを含む。）
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３．世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

28,315 22,435 2,940 2,940

・TVスポットCM(15秒)…52回 ・TVスポットCM(15秒)…52回

・PRラジオ番組(毎週土曜10:40～45)…52回 ・PRラジオ番組(毎週土曜10:40～45)…52回

28,315 22,435 2,940 2,940

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 28,315 22,435 2,940 2,940

区分 継 続

全 体 計 画

972 270 351 351

227 5 198 24

570 500 60 10

1,769 775 609 385

国

県 250 250

起 債

そ の 他

一 般 財 源 1,519 525 609 385

上
記
の
財
源
内
訳

本市の観光施設や観光イベント等をメディアを
活用して情報発信することにより、本市への交流
人口の流入を図り、地域活性化に努める。
事
業
内
容

事 業 費

事 業 名

上
記
の
財
源
内
訳

食のまちづくり条例に基づき、「食」を入り口に産業、健
康、教育などの地域づくりを目指す。

事 業 名

観光宣伝

平 成 22 年 度

観 光 宣 伝 事 業

次 年 度 以 降前年度までの実績（H21見込みを含む。）

観光宣伝観光宣伝

食 の ま ち づ く り 推 進 事 業

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

・食のまちづくり推進協議会委員報酬 ・食のまちづくり推進協議会委員報酬

・旅費・費用弁償 ・　　　　　〃　　　　費用弁償 ・先進地視察旅費・費用弁償 ・　　　　〃　　　　費用弁償

・委員報酬

・消耗品費（用紙代等） ・消耗品費（用紙代等）・食マップ作成費等

事 業 費

事
業
内
容

・食マップ印刷製本費

・食のまちづくり検討委員会報酬
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４．利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』 （単位：千円）

(1)社会基盤

区分 新 規

全 体 計 画

都市計画策定事業 32,630 17,640

・都市計画基礎調査 7,700

・都市計画区域の用途変更 7,290

事業年度 平成22年度～平成24年度

32,630 17,640 14,990

国 合併市町村補助金 16,700 合併市町村補助金 16,700

県 3,850 3,850

起 債

そ の 他

一 般 財 源 12,080 940 11,140

区分 新 規

全 体 計 画

計画策定委託料 5,000 5,000

5,000 5,000

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 5,000 5,000

上
記
の
財
源
内
訳

新駅（神村学園前駅）を活かした土地利用、交
通・社会基盤の整備など、都市機能を充実させるた
め、周辺地域の今後のまちづくりについて計画策定
を行う。

事 業 費

事
業
内
容

計画策定委託料

事 業 名 新 駅 周 辺 地 域 ま ち づ く り 計 画 策 定 事 業

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

・都市計画基本図作成

都市の健全な発展と秩序ある整備を図り、良好な都市環境を
形成することを目的として、都市計画区域内の現況や動向及び
将来の方向を踏まえて、それぞれの地域における土地利用に対
して都市計画策定を図る。

次 年 度 以 降

重 点 施 策 の 概 要

事 業 名 都 市 計 画 策 定 事 業

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度
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４．利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 新 規

全 体 計 画

50,409 50,409

50,409 50,409

国 46,168 46,168

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 4,241 4,241

※地上デジタル放送受信対策
地上デジタル放送の新たな難視地区の受信対策と
して、自主共聴組合によるテレビ共同受信施設の新
設工事に対し補助を行う。

辺地共聴施設新設整備事業補助金

事 業 名 辺 地 共 聴 施 設 新 設 整 備 事 業

前年度までの実績(H21見込みを含む。) 平 成 22 年 度 次 年 度 以 降

事
業
内
容

辺地共聴施設新設整備事業補助金

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳
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４．利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』 （単位：千円）

(1)社会基盤

区分 継 続

全 体 計 画

190,000 道路改良 一式 道路改良 一式

15,000 測量試験費 一式 5,000 測量試験費 一式 測量試験費 一式 235,000

90,000 用 地 費 一式 60,000 用 地 費 一式

5,000 補 償 費 一式 補 償 費 一式

300,000 5,000 60,000 235,000

国 147,500 30,000 117,500

県

起 債 132,700 27,000 105,700

そ の 他

一 般 財 源 19,800 5,000 3,000 11,800

区分 継 続

全 体 計 画

99,000 道路改良 31,080 用地、補償費 一式 5,000 道路改良

9,000 測量試験費 一式 4,935 測量試験費 一式

7,000 用 地 費 3,581 用 地 費 一式 74,566

5,000 補 償 費 838 補 償 費 一式

120,000 40,434 5,000 74,566

国

県

起 債辺地債 119,500 辺地債 40,000 辺地債 5,000 辺地債 74,500

そ の 他

一 般 財 源 500 434 66

事 業 名

事 業 費

事
業
内
容

事業年度：平成22～

道路改良 L=1,200m
事
業
内
容

上
記
の
財
源
内
訳

上
記
の
財
源
内
訳

次 年 度 以 降前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度

次 年 度 以 降平 成 22 年 度

補 償 費 一式

事 業 名

補 償 費 一式

用 地 費 一式

測量試験費 一式

事 業 費

重 点 施 策 の 概 要

市 道 久 木 野 線 道 路 改 良 事 業

野 元 平 江 線 道 路 改 良 事 業

道路改良 L=480m

用 地 費 一式

測量試験費 一式

事業年度：平成18～

前年度までの実績（H21見込みを含む。）
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kikaku1
タイプライタ
野元平江線道路改良事業

kikaku1
タイプライタ
野元平江線

kikaku1
タイプライタ
串木野西中学校

kikaku1
タイプライタ
ナフコ
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kikaku1
タイプライタ
市道久木野線道路改良事業

kikaku1
タイプライタ
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４．利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

52,000 道路改良 12,317 道路改良 一式 道路改良 一式

11,000 測量試験費 一式 2,940 測量試験費 一式 測量試験費 一式

15,000 用 地 費 一式 4,520 用 地 費 一式 22,000 用 地 費 一式 46,959

14,000 補 償 費 一式 3,264 補 償 費 一式 補 償 費 一式

92,000 23,041 22,000 46,959

国 37,900 12,100 25,800

県

起 債 48,500 20,600 8,900 19,000

そ の 他

一 般 財 源 5,600 2,441 1,000 2,159

区分 継 続

全 体 計 画

234,000 道路改良 204,509 道路改良 一式 5,000 道路改良 31,709

10,000 測量試験費 7,361

9,000 用 地 費 6,423

3,000 補 償 費 998

256,000 219,291 5,000 31,709

国

県

起 債辺地債 210,827 辺地債 174,118 辺地債 5,000 辺地債 31,709

そ の 他

一 般 財 源 45,173 45,173

平 成 22 年 度前年度までの実績（H21見込みを含む。）

用 地 費 一式

道路改良 L=400m

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 費

補 償 費 一式

測量試験費 一式

事業年度：平成19～

次 年 度 以 降

用 地 費 一式

前年度までの実績（H21見込みを含む。） 平 成 22 年 度

測量試験費 一式
事
業
内
容
補 償 費 一式

事 業 名

道路改良 L=2,660m

市 道 松 比 良 線 道 路 改 良 事 業

次 年 度 以 降

市 道 払 山 線 道 路 改 良 事 業

事 業 名

事業年度：平成12～

事
業
内
容
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kikaku1
タイプライタ
市道払山線道路改良事業

kikaku1
タイプライタ
市道払山線

kikaku1
タイプライタ
　

kikaku1
タイプライタ
　　　　　　



市道松比良線 全体平面図 1:1500
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kikaku1
タイプライタ
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kikaku1
タイプライタ
市道松比良線道路改良事業

kikaku1
タイプライタ
市道松比良線
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４．利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

84,630 55,232 15,725 13,673

（停留所作成委託)163 （停留所作成委託)163

（バス路線図作成)624 （バス路線図作成)624

（消耗品等）136 （消耗品等）136

（地域公共交通整備調査事業)2,052

84,630 55,232 15,725 13,673

国

県

起 債

そ の 他

一 般 財 源 84,630 55,232 15,725 13,673

区分 継 続

全 体 計 画

・フェリー岸壁（-4.5ｍ） ・岸壁-4.5ｍ（改良） 2,000

・事業年度H14～H28 22,520 ・岸壁-10ｍ（改良） ・道路（改良） 27,700

52,220 ・可動橋改良 ・浮桟橋（改良）　等

（事業費：148,950千円） （事業費：30,000千円） （事業費：214,000千円）

(市負担分） 52,220 (市負担分） 22,520 (市負担分） 2,000 (市負担分） 27,700

国

県

起 債 44,100 17,400 1,800 24,900

そ の 他

一 般 財 源 8,120 5,120 200 2,800

事 業 名

市内巡回バス「いきいきバス」は、旧串木野市に
おいて平成13年５月８日に試験運行開始し、平成14
年６月２日からは、旧串木野市内全域に路線拡大を
図り、日祝祭日も運行するようになった。平成18年
11月6日からは、市来地域に運行を拡大し、市内全
域を運行するようになった。平成21年7月13日から
ダイヤ改正を行ないバス路線図付き時刻表を作成配
布した。

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

い き い き バ ス 運 行 事 業

前年度までの実績（H21見込みを含む。）

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

・浮桟橋（改良）　・可動橋（改良）　等

事
業
内
容

「いきいきバス」運行委託料等

平成17年10月11日～（串木野地域）

平成13年度  （荒川・旭地区・市街地）

防舷材、車止め

・岸壁（改良）（-4.5m,-5.5m,-7.5m,-10.0m）

事 業 名

串木野新港港湾施設改良費統合補助事業負担金

事
業
内
容

（事業費：371,950千円）

平 成 22 年 度

・防舷材 車止め

・岸壁（-4.5m,-5.5m,-7.5m,-10.0m）

次 年 度 以 降前年度までの実績(H21見込みを含む)

平成14年度～（旧串木野市内全域)

「いきいきバス」運行委託料等

（市来地域）9,060

（串木野地域）3,690

串 木 野 新 港 改 修 統 合 補 助 事 業

（市来地域）9,060

「いきいきバス」運行委託料等

（串木野地域）3,690

平成18年11月6日～（市来地域）

平 成  22  年 度 次 年 度 以 降
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４．利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』 （単位：千円）

重 点 施 策 の 概 要

区分 継 続

全 体 計 画

・設計委託料等 36,965 14,765 900 21,300

・用地費 715,400 297,863 23,880 393,657

1,150,585 462,185 25,400 663,000

284,850 131,250 8,600 145,000

22,956 ・事務費 11,172 ・事務費 784 ・事務費 11,000

2,210,756 917,235 59,564 1,233,957

国 575,654 264,549 12,105 299,000

県 9,143 9,143

起 債 1,160,200 430,900 38,500 690,800

そ の 他

一 般 財 源 465,759 212,643 8,959 244,157

区分 継 続

全 体 計 画

A=44.2ha ・調査費 ・調査費 ・調査費

・調査費 8,470,000 ・本工事費 4,888,838 ・本工事費 514,835 ・本工事費 3,066,327

・本工事費（宅地・道路・水路） 　（宅地・道路・水路） 　（宅地・道路・水路） 　（宅地・道路・水路）

・補償費 ・補償費 ・補償費 ・補償費

・事務費 ・事務費 ・事務費 ・事務費

8,470,000 4,888,838 514,835 3,066,327

国 1,908,100 1,395,343 90,000 422,757

県 190,900 152,029 11,213 27,658

起 債 4,045,300 1,814,100 324,300 1,906,900

そ の 他保留地処分金等 1,869,640 保留地処分金等 1,238,937 保留地処分金等 1 保留地処分金等 630,702

一 般 財 源 456,060 288,429 89,321 78,310

・附帯工事費（外構・共同施設） ・附帯工事費（外構・共同施設）

・住宅建設 54戸

事 業 名

・事務費

事業年度：平成9年度～平成33年度

・住宅建設 96戸

・附帯工事費（外構・共同施設）

事 業 名

平 成 22 年 度

事 業 費

上
記
の
財
源
内
訳

事
業
内
容

前年度までの実績（H21見込みを含む。）

・設計委託料等

・用地費 822㎡ ・用地費

次 年 度 以 降平 成 22 年 度前年度までの実績（H21見込みを含む。）

・用地費

・設計委託料等

上
記
の
財
源
内
訳

事 業 費

事
業
内
容

・附帯工事費（外構・共同施設）

住 宅 建 設　（　ウ ッ ド タ ウ ン　）　事 業

・設計委託料等

・住宅建設 40戸 ・住宅建設 2戸

○麓土地区画整理事業（事業年度：平成9年度～平成29年度）

次 年 度 以 降

麓 土 地 区 画 整 理 事 業
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